
福岡県 福岡市 NPO法人わかばスポーツ＆カルチャークラブ

予算額 10,259,880 円

トップアスリートによる巡回指導

巡回指導先団体総数 4 団体

巡回指導先団体内訳
総合型クラブ スポーツ少年団 学校 その他

1 団体 2 団体 0 団体 1 団体

トップアスリート総数 3 名

トップアスリートの内
訳

（大会出場別）

オリンピック 国際大会 全国大会 その他

名 1 名 2 名 名

アシスタントコーチ総数 3 名

指導種目 サッカー・空手・水泳

◆効果を高めるための工夫や取組など

・ 　トップアスリートによるデモンストレーションを多く取り入れた指導を行う。

・ 　発育・発達、技能レベルを考慮したグループ分けを行った上での指導を行う。

・ 　グループごとに目標設定をし指導を行う。

◆成果と課題

〔成果〕

・ トップアスリートのデモンストレーションを目の当たりにすることで会員のモチベーションが上がり、競
技へのとりくみの意欲が高まった。

・ 巡回指導にて会員の増加がみられた。

〔課題〕

・ 派遣先団体の指導者との事前打ち合わせ等、コミュニケーションを図る時間が今少し必要であったよ
うに思える。



地域課題解決に向けた取組

1

取組の名称 スポーツフェスティバル（ミニサッカー）

趣旨・目的

　スポーツを通じた親子及び地域住民の相互交流。日頃、子供たちにはスポーツを通
じて身体を動かす楽しみやコミュニケーションツールとしてのスポーツを指導している
のですが、大人の方にもスポーツを通じて健康維持・向上ができること、またさまざま
な方と通じ合いコミュニケーションがとれるということを感じてもらえるようにこの企画を
しました。

内容

　最初にウォーミングアップとしてストレッチはもちろん、様々なレクリエーションゲーム
を通じて初対面のこども、大人との話す機会を作り、コミュニケーションをとって盛り上
がってきたところでゲームに移りました。そしてゲーム形式では子供ｖｓ大人　大人ｖｓ
大人　混合チームを作るなどしてさまざまな形で試合を行いました。サッカー経験者か
ら未経験者まで幅広く楽しめるように指導スタッフが入り、全員が関わることのできる
ようなことも行いました。

対象者
幼児～小学生　とその保護者
小学生4～6年　と保護者

参加人数 ２８０人 実施回数 ２回

効果を高めるた
めの工夫や取
組など

・ 　大人　対　大人・子ども　対　子ども・大人　対　子ども・混成　対　混成等、色々な
組み合わせで試合を行うことでミニサッカーを通して交流を図る。

成果 ・ 　多世代（親子）及び地域住民の交流が開かれた。

課題

・ 　年間を通じ実施回数を増やしていきたい。

・ 　広報に力を入れ参加者及びスタッフの増加を図る。

小学校体育活動支援

派遣先学校総数 2 校

コーディネーター総数 1 名

◆効果を高めるための工夫や取組など

・ ・担任との打ち合わせを十分に行い、全体的な目標を設定した指導を行う。

・ 個人の能力に合った助言、指導を行う。

◆成果と課題

〔成果〕

・ 生徒の体育への興味が高まった。

・ 走る・跳ぶ・投げる等の技術が全体的に向上したと思える。

・ 担任教諭の意識の向上が見られた。

〔課題〕

・ 継続的実施が必要であると思える。

本事業全体の成果と課題

〔成果〕

・ 本事業の実施により地域の団体・学校・住民の当クラブへの理解がより得られ、クラブへの信頼が高
まったと思える。さらに指導を受けた参加者のスポーツへの意欲が向上し、レベルアップが見られた。

〔課題〕

・ 事業の準備期間が短かったので講師の選考や内容の充実が難しかった。
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